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 年＼品目 紡織機械器具 ポンプ 車輛   時計 ※銃砲弾丸兵器 
大正 13年   4,734        1,396   9,042   3,576   8,661 





 年＼品目 原動機 電気機械 鉱業用  紡織機械 車輛   航空機 （銃砲弾丸  
器具  機械器具          其他兵器   兵器） 
昭和 9年        43    4,947      --     7,792    15,837   ※39,905   ※（10,042） 






















        海軍機    陸軍機     計 
三菱重工業   ２３６２   １１９１  ３５５３（１４．３％） 
川崎航空機工業    －   ３１３６  ３１３６（１２．６％） 
愛知航空機   １３３７         １３３７（ ５．４％） 
小計   ３６９９   ４３２７  ８０２６（３２．３％） 




















会社名          所在地       主タル業務    設立年月 
名古屋商事株式会社    東区松山町     特需品製造下請  大正６年８月 
朝日工業株式会社     東区矢田町    特需品自動車部分品 昭和１３年１１月 
矢嶋工業株式会社     中区流町      特需品製作    昭和１１年４月  
株式会社佐竹鉄工所    中区西川端町 特需品製造自転車部分品 昭和１０年７月 
株式会社堀江金属品製作所 中区御器所町字鳥喰 特需品製造    昭和１７年７月 
岡本工業株式会社     昭和区東郊通 特需品自転車及工作機械 大正８年３月 
久保田精機株式会社    昭和区白金町    特需品製造    昭和１３年８月 
株式会社中京機械製作所  昭和区江越町    特需品製造    昭和１４年１月 
株式会社藤田製作所    昭和区二野町    特需品製造    昭和１１年２月 
株式会社祖父江鉄工所   昭和区高辻通    特需品製造    昭和１４年１月 
愛知時計電機株式会社   熱田区千年字船方 特需品製造時計量器 明治３１年６月 
愛三工業株式会社     熱田区熱田東町字呼続 特需品製造   昭和１３年１２月 
株式会社三工製作所    熱田区熱田東町浮島 特需品製造    昭和１２年４月 
旭機械株式会社      中川区八千代通   特需品製造    昭和１３年７月 
日帝工業株式会社     中川区清船町    特需品製造    昭和１４年３月 
合資会社角田製作所    中川区外新町    特需品製造    昭和３年７月 
株式会社誠工舎      中川区福川町    特需品製造    昭和１１年１２月 
金城工業株式会社     港区稲永町     特需品製造    昭和１４年１月 
渡邉工業株式会社     港区新川町     特需品製造    昭和１３年６月 
東海航空機工業株式会社  港区六番町     特需品製造    昭和１７年７月 
高野精密工業株式会社   港区笠寺町一ノ割  特需品製造    昭和１３年４月 
株式会社名古屋螺子製作所 港区呼続町字見取  特需品製造    昭和１１年３月 
株式会社太平製作所    港区笠寺町字下加福 特需品製造    昭和１２年４月 
中部工業株式会社     港区笠寺町一ノ割  特需品製造    昭和１２年１２月 
株式会社大江工業所    港区笠寺町十ノ割  特需品製造    昭和１４年４月 
明治時計製造合資会社   港区明治町     特需品製造    明治２８年１０月 




























































































































































        表５ 愛知時計電機の分野別従業員数(１９３６年、単位、人) 
      職員・   砲水関係  機体関係  発動機関係 瑞穂工場 その他 
      従業員総数 作業従事  作業従事  作業従事  時計量水器 
昭和７年  １９９５人  ６４９人  ７９８人 ２８４人  １４９人 １１５人 









 表６ 戦時下の愛知時計電機（愛知航空機）の量産機種（１００機以上） 
機種          会社略番号 基礎研究 生産機        
開始年月  終了年月   総台数 
九六式艦上爆撃機   ＡＢ１０型       １９３６年 １９４０年   ４２７ 
九九式艦上爆撃機１１型ＡＭ１７  １９３６年 １９３９年 １９４２年   ４７６ 
九九式艦上爆撃機２２型            １９４２年 １９４４年   ８１６ 
零式水上偵察機    ＡＭ１９型       １９３８年 １９４２年   １３２ 
九〇式機上作業練習機             １９３８年 １９３９年   ２４５ 
九七式艦上攻撃機               １９４２年 １９４３年   ２００ 
瑞雲         ＡＭ２２型 １９４０年 １９４２年 １９４５年   １９４ 
彗星１１型艦上偵察機             １９４２年 １９４４年   ６６０ 
彗星１２型艦上爆撃機             １９４２年 １９４４年   ３２０ 
彗星３３型艦上爆撃機             １９４４年 １９４５年   ５３６ 



























































新愛知起業の製品（ＥＸＰＯＲＴ ＧＵＩＤＥ ＴＯ ＣＥＮＴＲＡＬ 
ＪＡＰＡＮ  ＶＯＬ  １、ＨＡＢＵ  ＩＮＤＵＳＴＲＩＥＳ      






























































































































































中日本重工業の製品(ＥＸＰＯＲＴ ＧＵＩＤＥ ＴＯ ＣＥＮＴＲＡＬ ＪＡＰＡＮ Ｖ
 
中日本重工業の製品(ＥＸＰＯＲＴ ＧＵＩＤＥ ＴＯ ＣＥＮＴＲＡＬ 
ＪＡＰＡＮ  ＶＯＬ  １、ＨＡＢＵ  ＩＮＤＵＳＴＲＩＥＳ      








































































年度     伸銅所     名古屋軽合金製造所 
昭和１６年度 １１，９５５      ８２ 
昭和１７年度 １７，２９１   ４，６１９ 
昭和１８年度 ２２，５２２  ２２，０５７ 


















とを示す資料（ＥＸＰＯＲＴ ＧＵＩＤＥ ＴＯ ＣＥＮＴＲＡＬ ＪＡＰＡ
Ｎ ＶＯＬ １、   ＨＡＢＵ ＩＮＤＵＳＴＲＩＥＳ  
ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮ ＮＡＧＯＹＡ １９５０)。 
 
 戦後の名古屋軽合金製造所は、１９４５年１０月に名古屋製造所と改称し、住友金属工
業も扶桑金属工業に変更する（同年１１月）。１９４７年には、名古屋製造所を伸銅所と改
称する。同所は、戦後生産再開とともに、「アルミ圧延品に加えて伸銅品の生産を開始し」
「写真用銅板、占領軍向け冷蔵庫用銅管などを主としていた」が、１９４９年には新扶桑
金属工業伸銅所として（前掲、『住友金属工業 年表』）、職員２９６人、工員男８９３人、
工員女２７人という従業員構成の下、「伸銅品、軽金属、圧延品、器具製品」を主要製品と
する事業所となる（名古屋管区経済局『中部産業要覧』昭和２６年刊行）。１９５２年には
27 
 
住友金属工業の称号に復帰している（前掲、『住友金属工業 年表』）。 
 なお、１９４３年に名古屋軽合金製造所の増産体制のために、当時の愛知県愛知郡鳴海
の名古屋製陶鳴海工場を買収し、設置した名古屋軽合金製造所鳴海支所（１９４４年に鳴
海製作所と改称）は、戦後、民需転換し、住友金属工業から分離され、鳴海製陶となって
いる（前掲、『住友金属工業 年表』）。 
 
※ 本冊子は、「愛知・名古屋 戦争に関する資料館」の企画展示「戦争と企業―都市名
古屋への航空機工業の集積と戦後民需転換―」の準備資料として作成したものである。 
